
～三重を守るために～

三重県緊急事態措置
Ver.2
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新規感染者数の増加

新規感染者数の減少

4月10日
感染拡大阻止
緊急宣言

4月20日
三重県

緊急事態措置

直近の状況

新規感染者未発生
4月25日～5月5日

新規感染者は０

１例目から２例目発生
（1月30日から3月10日）

の間隔に次ぐ２番目
に長い期間

11日間連続
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 感染者数 ４５人（５／５ ９時時点）
 人口１０万人当たり２.５人
・全国11位（５／３時点）

 死亡者１人/重症者０人
 陽性率が低い２．３％（５／１時点）

・県内ピーク時（６．０％）から半減

・全国１４位（全国平均９．３％）

三重県の現状

低い方から

低い方から
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三重県の現状

県民の皆様に感謝！

三重県への来訪者
5月3日（同週同曜日比）で▲６４．２％
（2019年）約71,700人⇒（2020年）約25,700人

伊勢神宮周辺 ▲95.1%
（出典：ヤフー・データソリューション DS.insight）

（提供：KDDI株式会社）
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一方、全国では…

出典：「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（2020年5月4日）
新型コロナウイルス感染症対策専門家会議

都道府県別の感染者数累計

多数の感染者が確認さ
れている府県に包囲さ
れているが、持ちこたえ
ている状態！

 4月２８日～5月4日までの１日当たりの
新規発生感染者数は全国平均で２３８人

三重を守るために手を緩めず取り組む！
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新型コロナウイルス感染症拡大阻止に向けた「三重県緊急事態措置」ver.2

令和2年5月7日（木）から5月31日（日）まで 三重県全域を対象

休業要請等

事実に基づく冷静な対応

～三重を守るために～

個人への偏見や差別につながる行為、
人権侵害、誹謗中傷等を絶対に行わない

感染防止対策徹底

新しい生活様式の実践
人との接触を８割減らす

10のポイント

県境を越える移動の自粛
→ これまで以上に徹底

クラスター発生の危険性が高い施設
三つの「密」が重なる施設→休業要請

適切な感染防止対策の徹底

県内の移動
・三つの「密」回避
・人との距離の確保を 前提に
⇒移動の自粛要請せず

企業等へお願い

県外からの訪問客受入れの自粛
県外への出張等の自粛

県外からの訪問客の利用をご遠慮、
延期いただくための対策を要請
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第２波を防ぐために

感染拡大防止と社会経済活動維持を
両立できる三重県へ！

感染拡大防止対対策の徹底
□県境を越える移動の自粛

□新しい生活様式の実践
□ 人との接触を８割減らす10のポイント 等
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第２波を防ぐために

第２波を防ぐための対策は万全に！！

第２波を未然に防ぐための指標

指標 水準 期間

新規感染事例数 ３ 直近
５日間新規感染者数 １０

入院患者数 ２０ —

三重県
オリジナル

ＰＣＲ検査件数やＰＣＲ検査陽性率、新規感染事例数、新規感染者
数、感染経路不明者数、入院患者数等の指標をモニタリング
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「新しい生活様式」の実践例
（厚生労働省：新型コロナウイルス感染症専門家会議）

「新しい生活様式」の実践例（抜粋）

感染防止の３つの基本
①身体的距離の確保

②マスクの着用

③手洗い

移動に関する感染対策
①感染が流行している地域からの移動、

流行していない地域への移動は自粛

一人ひとりの基本的感染対策

①まめに手洗い・手指消毒

②咳エチケットの徹底

③こまめに換気

④「３密」の回避（密集、密接、密閉）

日常生活を営む上での基本的生活様式

①買い物は少人数ですいている時間に

②筋トレやヨガは自宅で動画を活用

③徒歩や自転車も併用

④食事は持ち帰りや出前、デリバリーも

日常生活の各場面別の生活様式

①テレワークやローテーション勤務

②時差通勤でゆったりと

③オフィスはひろびろと

④対面での打ち合わせは換気とマスク

働き方の新しいスタイル
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引き続き来訪自粛を！
県内施設では、県外からの訪問客の
受入れを自粛しています。

ＳＴＯＰ観光、帰省、レジャーなど

近い将来、笑顔で会える日のために。
今だけはお互い我慢しましょう！

今はまだ・・・三重に来やんといて！
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事実に基づく冷静な対応のお願い

人権への配慮等
⇒ 個人や企業への偏見や差別につながる行為、人権侵害、

誹謗中傷等を絶対に行わない

根拠が不明な情報に基づく行動の自粛
⇒ ＳＮＳ等による事実ではない情報によらない冷静な行動

誰もが感染者となる可能性があることを
忘れないでください。
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三重県独自の協力金など
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県境を越える人の移動を抑制

来県延期協力金（屋外体験施設型）

宿泊予約延期協力金
苦境に立つ事業者を支援

経営向上支援新型コロナ危機対応補助金
（感染防止対策型）

釣り堀、ｷｬﾝﾌﾟ場など

休業要請の有無にかかわらず全ての業種対象

三重県新型コロナウイルス感染症拡大阻止協力金に加えた独自策

感染防止対策の徹底

量の拡大質の向上



来県延期協力金
（屋外体験施設）
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対象

県境を越える人の移動を抑える

遊漁船業、釣り堀、浜洲休憩所、
ダイビング、山小屋、キャンプ場、ゴルフ場
民泊、自然体験

期間 ４/２０～５/３１

６，０００円／件
もしくは

６，０００円／日
（最大１２万円）



宿泊予約延期協力金

14

対象

観光地を守る！

県外からの予約の延期・キャンセル

などを依頼するホテルや旅館

期間 ４/２５～５/３１

６，０００円／人泊
（最大１２万円）

延長！



経営向上支援新型コロナ危機
対応補助金 (感染防止対策型)
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対象

苦境に立つ事業者を支援

社会生活を維持するうえで必要な施設を
管理し、一定の時間、近い距離で接客サービス
を行うなど、感染防止対策が必要な事業者

受付 ５/１５～５/２９ 上限１０万円
感染防止対策のためのレイアウト変更や備品購入
対面接客用の消毒液やマスク購入、 従業員研修 など

休業要請の有無にかかわらず 全ての業種対象

量の拡大と質の向上



県立学校の方針

5月20日：登校日の設定の判断
5月25日：学校の再開を判断

登校日を設定する際は、

感染予防対策を徹底したうえで、
学年別分散登校日を検討。

※国における新たな判断や県内・隣接県の感染状況

によっては前倒しでの判断も行う。
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県民・事業者の皆様

今少しお力をお貸しください。

共に頑張りましょう！

県からのメッセージ
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